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場合(倉持・無藤、 1992;倉持、 1994;田上、 1989) と
既存集団に新たに参入する新参者の仲間入りに関する研


























































































































































数を求めた。なお、 A. <対人形式>及びB. <活動形
式>については、本郷(1997)を参考に、そのフレーム
において最も多く時間を費やしたサブカテゴリーを記録
した。 c.<働きかけ>、 D. <働きかけられ>につい
ては、各サブカテゴリーの有無を記録した(このうち、
「保育者」は移行前後で異なっている)。したがって、








2.観察期間:第1期(移行直前) : 1997年3月、第 いては焦点児を除く A保育所の子ども、移行後において





































































(3) 信頼性:4月のデータを対象として、<対人形式 各年齢別に 4月を基準として3月、 9月との違いを検討
><活動形式>及び<働きかけ内容>の17カテゴリーに することにした。検定に当たっては5%水準を設定した
ついて、研究に参加している観察者2名が独立にVTR ことから、が=0.0125となっている。また、 3月一 4
を視聴し評定を行い、 2人の評定者閣の信頼性[(一致 月間の変化と 4月一 9月間の変化は異なる要因によって
フレーム数)/ (一致フレーム数+不一致フレーム数)J 引き起こされうると考えられるが、移行直後の4月の特
を求めたところ、平均99.5%であった。なお、不一致の 徴を明らかにするために、 TABLE3には、 3月一 4月



















TABLE 3 平均フレーム数の変化 ( )内は SD
年齢 力テゴリー サブ力テゴリー 3月 4月 9月
5歳児 活動形式 遊び・活動 65.00 
働きかけ 保育者 8.91 




働きかけ 観察者 7.86 
働きかけられ 観察者 5.57 

















(10.44) 73.45 (5.50) 70.45 (8.76) 
(8.69) 14.09 (15.68) 8.73 (5.72) 
(18.50) 26.71 (15.21) 41.29 (25.01) 
(9.37) 1.57 (1.40) 4.14 (3.48) 
(3.96) 16.43 (8.57) 9.43 (5.47) 
(5.54) 16.14 (9.19) 6.86 (4.58) 
(4.17) 9.71 (6.92) 6.14 (4.42) 
(10.33) 47.40 (22.14) 26.20 (13.44) 
(7.61) 43.60 (15.78) 67.60 (6.09) 







































































5歳児 禁止・拒否 焦点児 37 84 64 
非焦点児 123 32 131 
指示・命令 焦点児 36 126 43 
非焦点児 120 43 134 
遊びの提案 焦点児 21 51 25 
非焦点児 53 32 71 
呼びかけ 焦点児 17 89 32 
非焦点児 40 30 68 
質問 焦点児 28 117 42 
非焦点児 7 42 71 
叙述・行動 焦点児 18 86 34 
非焦点児 56 2 43 
叙述・気持ち焦点児 6 43 12 
非焦点児 31 1 25 
叙述・外界 焦点児 27 131 53 
非焦点児 91 24 63 
攻撃 焦点児 4 13 2 
非焦点児 21 2 1 
物の移動 焦点児 33 10 
非焦点児 25 7 88 
その他 焦点児 44 153 92 
非焦点児 120 49 179 
4歳児 禁止・拒否 焦点児 37 7 39 
非焦点児 47 18 34 
叙述・行動 焦点児 12 63 44 
非焦点児 25 13 26 
叙述・気持ち焦点児 5 24 15 
非焦点児 10 。 10 
身体接触 焦点児 24 46 24 
非焦点児 33 9 37 
谷(焦点児)ー谷(非焦点児)
3月 4月 9月
3歳児 禁止・拒否 焦点児 32 14 
非焦点児 26 16 67 
F日刀-て.e-ロA寸コ 焦点児 14 20 
非焦点児 17 13 57 
叙述・外界 焦点児 15 14 
非焦点児 9 36 
その他 焦点児 28 9 21 





いる項目は11項目であるのに対して、 4歳児では 4項目、 8名(3歳児4名、 4歳児 2名、 5歳児 2名)、タイプ
3歳児では 0項目となっている。また、焦点児問、焦点 II:非焦点児に仲良しがいる子ども 7名(4歳児 1名、
児一非焦点児聞の相互作用が共に減少している項目は、 5歳児6名)、タイプill:どちらにも仲良しがいない子
5歳児、 4歳児0項目、 3歳児4項目となっている。こ ども 8名(3歳児l名、 4歳児4名、 5歳児3名)の3
のことから、 3歳児においては移行直後に子ども閣の相 つに分類した。なお、焦点児と非焦点児のどちらにも仲





3項目 (1身体接触」を除く)は 5歳児でも該当してい 各タイプ別に、移行直後の4月における得点が最も高く


































瓦ゐ竺と: 焦点児・非焦点児山. 公口 谷・谷 山・山 谷・山
5歳児 タイプ， (2人) 8 。
タイプ"(6人) 7 。 。
タイプ"'(3人) 3 2 。 。
4歳児 タイプ， (2人) 2 。 。
タイプ"( I人) 8 。 。
タイプ"'(4人) 6 。




についてはどちらのタイプでも焦点児間の関係を強める 析を行った。まず、初めに 5 歳児11名 (A~ J) とA保







作用は 3月:356例、 4月:1， 331例、 9月:599例であ
4.焦点児問の仲間関係の変化 り、 4月にかかわりが増加していたは2=676.07，
年齢によって同じタイプでも変化のパターンが違って df=2， p<.001)。すなわち、 5歳児では 4月には、保
いた原因を探るために 2つの補足的分析を行った。第 1 育所聞の移行によって、以前から顔見知りであった子ど
に、 3月と同様に 4月、 9月についても仲良しタイプを も同士の相互作用が一時的に増加したと考えられる。一
分類し、その変化について分析した。 TABLE6から、 方、 L 児を除く 4 歳児 6 名 (M~R) の閣では、 3 月:
移行直後の4月にはどの年齢においても非焦点児に仲良 223例、 4月:268例、 9月:394例 (x2=53.27，df=2， 
しがいる子どもはいなかったが、 9月には 5名(5歳児 p<.001) であり、 3 歳児 5 名 (S~W) の間では 3 月:
2名、 4歳児1名、 3歳児2名)が新しい保育所の子ど 235例、 4月:58例、 9月:80例 (χ2=149.70，df=2， 
もと仲良し関係を形成していた(タイプIT) ことが分か p< .001)・であり、移行直後の 4月に同年齢の移行児間
る。年齢別の変化の特徴をみると、 5歳児では3月にタ での関係を強めている様子はうかがわれなかった。
イプIであった子ども 2名は 4月にもタイプIであった 次に、伊藤 (1984)、小山(1996)を参考にしてマト
のに加え、 3月にタイプEであった子ども 6名中 4名、 リックスの各セルについて期待値(構造的ゼロを持つ場
タイプEであった子ども 3名中 1名がタイプIに移行 合の期待値)を算出し、観察頻度と期待値の聞のが検
し、 4月にはタイプIが7名となっていた。一方、 4歳 定を行った。 FIGURE1は、 5%水準で観察頻度が期
児で 4月にタイプIに分類されたのは 3名であった。こ 待値に比べて有意に多く、なおかつ期待値が5以上のセ
のことから、 5歳児ではタイプにかかわらず 4月に焦点 ルを抽出し、その関係を図示したものである。
児聞の関係が強まっており、これが3月におけるタイプ FIGURE 1にみられるように、 5歳児においては、移
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に相互の関係がある他はそれほど目立った特徴はない。
一方、移行直後の4月には、 A児、 C児、 D児という 3
人の女児とB児、 F児、 I児という 3人の女児のサブグ
j レー プがあり、 D児とB児が各グループのつなぎ役にな
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は、 Feldbaum，Christenson， & O'Neal (1980)の研究 むしろ多い子どもが5歳児2名(男児 I名、女児 1名)、













あった。これらの項目は、アッシャー・クーイ (1996) 少なくなるという点で 3歳児に最も移行の影響が現れる
が、他児から拒否されたり無視されたりする危険性を少 だろうと考えた予測 lの結果に沿うものであった。これ
なくする効果的な仲間入りのシークエンスの lつの例と は、一つには「適切な状況の認知J1"適切な社会的行動






った。その原因として第 lに、幼児期における仲良し関 考えられる。すなわち、ここでの3歳児は移行前には 2
係の不安定さがあげられるかもしれない。しかし、移行 歳児クラスに属しており、比較的少人数のクラスの中で










たことが、仲良しタイプによる差を生み出さなかった最 (平均フレーム数 3月:11.63 ; 4月:27.09 ; 9月.
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Changes of Peer Relations Following the Transition from One Nursery School to Another 
Kazuo Hongo*， Tomoko Suzuki**， Yuko Matumura材七 HirokiInagaki****， 
Yoshiko Koizumi** and Yuko Ibara***材
* (Graduate School of Education Tohoku University)，判定(KotorisawaGakuen) 
問 (TokyoMetropolitan Institute of Gerontology)，山*(Mental Clinic Dada) 
The present study was to explore the effects of the transion from one nurseηT school to another on peer relations. 
Subjects were twenty-three children who were transited for the reconstruction of a nursery school. They were 
observed in March Cbefore the transition)， April Cafter the transition)， and September (five months after the 
transition) 1997. 
The main results were as follows: (a) Three-years-old children were most influenced by the transition. The 
frame numbers of“Play and Activity" decreased and that of“Off-Task Behavior" increased. (b) The frequency of 
“Laugh" in five-years-old increased. (c)“The types of friendship relations" before the transition were not clearly 
related to the peer relations after the transition. (d) The old structure of peer relations were changed by the transition. 
Key words: peer relation，nursery school，transition，friendship relation 
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